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＜連絡事項＞
・特記事項はありません。
＜患者様連絡事項＞
・夏堀　麗紗様～11：00　バスを利用し、自宅への退院となっています。
・松永　勘五郎様～頭部ＣＴ、胸部レントゲン施行しています。
・千葉　光広様～青山荘入所に向けての計画相談に、ひかり介護・相談支援事業所　安田
氏が、6/7(金)14：00～本人と面談の希望あり来院されます。
・中川原　義雄様～昨日の外出時にお小遣い5000円と新しい財布を持参しています。残りのお小遣いの5000円は後日持参するとの事です。
・成田　富士子様～特定男性患者様（高橋　伸治様）とＯＴで一緒だと干渉が目立つ為、作業を分けています。それに伴って、売店での買い物日を金曜日にしていきます。診察日と重なりますが、調整していきます。
・犹守　佑太様～昨日外泊より帰院時に、母様より次回の外泊希望があり、6/17（月）10：00～6/19（水）14：30で申請し許可となっています。
・鎌田　慶一郎様～青山荘サービス利用申込書等の書類を弟様へ送付しています。記入し次第病院へ送り返してくれる予定です。
・松谷　和也様、千葉　光広様～9：30～15：00迄で青山荘体験利用のため、外出になります。

＜要注目患者様＞
・成田　富士子様～血糖測定、インスリン注射は拒否無く実施できています。本日、5：45特定男性患者様に対し、短冊を書いてあげるからと部屋から付き添ってホールに来たり相手との距離が近く、相手の短冊を書き飾ると、「せっかくだから見に行こうよ、せっかく飾ったんだから」と相手を連れ回しています。今朝6：30考え事をしていたら不安になってと訴え頓服希望あり、ロラゼパム（0.5）1Ｔ服用されています。昨日ＳＷと携帯を持ちたい、お金の話をについて話したとの事。管理者から日用品も近々購入しなくてはいけない為、外出の予定を立てて通帳記帳もしてくるよう説明、携帯電話については、まずは公衆電話から母親と連絡を取り合い、連絡頻度が増えてから契約しても良いのでは？と伝え、了承されています。また、2面性があると感じ不安を訴え、2面性があると感じているなら衝動的となりそうな時にこそ、間をおいて冷静に考える時間を作ってみてはどうか？との提案にはそれなら出来そうだと話しています。頓服薬は、6：30、12：20に服用しています。昼食後薬服用後「やっぱり、頓服も下さい。」と訴え、「色々あって…もう限界です。」と言うも表情は良いです。嫌な患者様からの話掛けや相談を受けて何と答えて良いか…との事。１人で考え込まずに距離を取って対応する様に説明しています。それぞれの患者様には、こちらからも説明しておく事を伝えています。引き続き血糖、精神症状、観察していきましょう。
・松川　順子様～転入してから6日目となっていますが、徐々に病棟や日課も慣れてきた様子は見られています。昨日は、寝具カバーの色や選択メニューを記入していたか等ちょっとした事を気にされ不安な様子は見られていましたが、起床後、ホールにてスタッフを凝視している事はありますが、「何でもないです。部屋で休んでます」と話し自室へ戻られています。スタッフ対応時には笑顔見られており、不安感の訴えは聞かれません。日中は、プログラムが身辺整理・金銭管理となっており、不安そうな表情をしていますが、床拭きや寝具の畳み方など説明すると行えています。食事摂取中は、一丁食いで一気に詰め込む様子が継続して見られ、スタッフの声掛けにて一気に詰め込む事はあまり見られません。配膳、下膳は慣れてきた様ですが、レストランへの移動がまだ不安の為、慣れるまで見守りグループでの移動となります。引き続き、活動状況と精神症状観察、食事摂取中の嚥下に注意していきましょう。
・小笠原　美千代様～昨日、西病棟Ｂユニットから北病棟へ転入されています。オリエンテーションは、質問しながら聞く事は出来ています。部屋を間違いそうだと不安訴え、何度もトイレから自室までを確認しています。夜間の睡眠は取れており、5：10起床し迷わずホールまで来られ、説明にて日課行っています。幻聴に関する訴えも聞かれません。日中は、プログラムやＯＴへは拒否なく参加出来ています。日課は、スタッフに質問したりしながらも行えています。病棟に慣れていけるよう関わりをもっていきましょう。
＜安ヶ平Ｄｒケース検討・診察状況＞
・滝田　英人様～深夜帯2：00覚醒後から独語あり、上機嫌で笑い出す事みられています。声を抑えるよう再三説明に「どうもすみません」と話しながら笑っており、声を抑えられずにいる事があります。度々スタッフへの話しかけも見られています。主治医から大きな声で話さないよう伝えられています。
・中川原　義雄様～気分的には安定しているとの事。暗算が苦手で頭が良くないから苦手と話しています。そろ盤は、小学校に行っていた時に塾に行っていたとの事。フラットにフラットにやっていきたいと話しています。
＜馬渡Ｄｒケース検討・診察状況＞
・佐々木　淳様～以前よりはふらつきが少なくなってはいるが、まだ易転倒見られています。時折不機嫌さはあるが、最近は概ね落ち着いています。カルバマゼピン減量後も特に不穏興奮の目立った悪化は見られていません。

　　　　　　　　明日からの臨時薬より、カルバマゼピン400㎎➝200㎎へ減量となります。 

　　　　　　　　その他は同内容となります
・原　吉郎様～6/4朝食のパンでむせ込みや口腔内にため込みある事主治医へ報告し6/4夕から食事形態でパン禁の指示受けています。著変ありません。「具合が悪い」などと話すことはあるが、具体的にどこがどう悪いと尋ねると分からないと話しています。だるさについてもはっきりせず、低血圧の影響もあります。処方継続となります。
・山下　拓也様～6/3青山荘体験利用へ行かれています。体験中には入所に対して否定的な発言や、金銭に関する妄想発言が活発にあったとの情報あります。青山荘から再度体験を見直してほしいとの話があり、書類を戻されています。

本人は「次来週な」と話し青山荘を出ている。著変ありません。青山荘への入所準備を進めていきます。処方継続となります。

＜皮膚科診察＞
・三上　勇様～デルモゾールＤＰ軟膏　２本処方となっています。
・原　吉郎様～デルモゾールＤＰ軟膏　１本処方となっています。
・十日市　利喜様～アズノール軟膏　１本処方となっています。

・松川　久雄様～ケルガー液　１本処方となっています。
・井上　和美様～テルビナフィンクリーム　１本処方となっています.
・山下　拓也様～腫脹、爪囲の肉芽みられています。処置時は、イソジン消毒してから
　　　　　　　　ゲンタマイシン軟膏+ガーゼ処置になります。
